
 

 

 

 

 

 

第 106回定時株主総会招集ご通知に際しての 

インターネット開示事項 

 

 

   □事業報告 

    ・新株予約権等に関する事項 

   □連結計算書類 

    ・連結持分変動計算書 

    ・連結注記表 

   □計算書類 

    ・株主資本等変動計算書 

    ・個別注記表 

 

 
次に掲げる事項につきましては、法令及び定款第15条の規定に基づき、イ

ンターネット上の当社ウェブサイトに掲載することにより株主の皆様に提

供しております。 

・事業報告のうち、新株予約権等に関する事項 

・連結計算書類のうち、連結持分変動計算書、連結注記表 

・計算書類のうち、株主資本等変動計算書、個別注記表 

 

中外製薬ウェブサイト 

https://www.chugai-pharm.co.jp/ir 
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□事業報告 
 
 新株予約権等に関する事項 
 

⑴ 当社役員が有する新株予約権の状況（2016年12月31日現在） 
① 一般型ストック・オプション 

業績向上に対する意欲や士気を高めるとともに優秀な人財を確保することにより、当社グループの企
業価値を向上させることを目的として、一般型ストック・オプションとして新株予約権を発行しており
ます。 

名称 
(発行日) 

個数 
目的となる株式
の種類及び数 

１個当たりの 
行使価額 

行使期間 
当社役員の保有状況 
取締役 監査役 

第５回新株予約権 
(2007年４月９日) 

1,002個 
当社普通株式 
100,200株 

303,900円 
2007年４月９日から 
2017年３月23日まで 

133個 
(１名) 

40個 
(２名) 

第６回新株予約権 
(2009年４月９日) 

813個 
当社普通株式 

81,300株 
169,600円 

2009年４月９日から 
2019年３月25日まで 

140個 
(１名) 

40個 
(１名) 

第７回新株予約権 
(2010年５月11日) 

1,048個 
当社普通株式 
104,800株 

188,100円 
2010年５月11日から 
2020年４月23日まで 

324個 
(３名) 

80個 
(２名) 

第８回新株予約権 
(2011年６月14日) 

840個 
当社普通株式 

84,000株 
139,700円 

2011年６月14日から 
2021年５月27日まで 

245個 
(１名) 

‐ 

第９回新株予約権 
(2012年５月10日) 

2,025個 
当社普通株式 
202,500株 

152,800円 
2012年５月10日から 
2022年４月24日まで 

1,004個 
(４名) 

40個 
(１名) 

第10回新株予約権 
(2013年５月13日) 

1,823個 
当社普通株式 
182,300株 

250,000円 
2013年５月13日から 
2023年４月25日まで 

524個 
(３名) 

50個 
(１名) 

第11回新株予約権 
(2014年５月12日) 

2,877個 
当社普通株式 
287,700株 

267,400円 
2014年５月12日から 
2024年４月24日まで 

1,406個 
(５名) 

50個 
(１名) 

第12回新株予約権 
(2015年５月11日) 

2,794個 
当社普通株式 
279,400株 

400,700円 
2015年５月11日から 
2025年４月22日まで 

1,064個 
(５名) 

‐ 

第13回新株予約権 
(2016年５月10日) 

2,744個 
当社普通株式 
274,400株 

374,600円 
2016年５月10日から 
2026年４月22日まで 

1,084個 
(５名) 

‐ 

 (注)1. 新株予約権の目的となる株式の数は、１個当たり100株となります。 
 2. 一般型ストック・オプションとしての新株予約権は、新株予約権者との間で締結しております新株

予約権割当契約において、上記の「行使期間」にかかわらず、それぞれ発行決議日より約２年間は
行使ができない旨を定めております。 

 3. 当社は新株予約権を業務執行を行わない取締役及び監査役には割り当てておりません。なお、上記
の「当社役員の保有状況」には、役員就任前に割り当てたものも含まれます。 

 
② 株式報酬型ストック・オプション 

当社の取締役の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより一層明確にし、当社取締役が株価上
昇によるメリットのみならず株価下落によるリスクまでも株主の皆様と共有することを目的として、当
社取締役に対して株式報酬型ストック・オプションとして新株予約権を発行しております。 

名称 
(発行日) 

個数 
目的となる株式
の種類及び数 

１個当たり
の行使価額 

行使期間 
取締役の
保有状況 

2009年発行新株予約権 
(2009 年５月 11 日) 

519個 
当社普通株式 
51,900株 

100円 
2009年５月 11日から 
2039年４月 24日まで 

519個 
(２名) 

2010年発行新株予約権 
(2010 年５月 11 日) 

579個 
当社普通株式 
57,900株 

100円 
2010年５月 11日から 
2040年４月 23日まで 

579個 
(３名) 

2011年発行新株予約権 
(2011 年６月 14 日) 

672個 
当社普通株式 
67,200株 

100円 
2011年６月 14日から 
2041年５月 27日まで 

672個 
(３名) 

2012年発行新株予約権 
(2012 年５月 10 日) 

723個 
当社普通株式 
72,300株 

100円 
2012年５月 10日から 
2042年４月 24日まで 

723個 
(４名) 

2013年発行新株予約権 
(2013 年５月 13 日) 

457個 
当社普通株式 
45,700株 

100円 
2013年５月 13日から 
2043年４月 25日まで 

457個 
(４名) 

2014年発行新株予約権 
(2014 年５月 12 日) 

461個 
当社普通株式 
46,100株 

100円 
2014年５月 12日から 
2044年４月 24日まで 

461個 
(５名) 

2015年発行新株予約権 
(2015 年５月 11 日) 

313個 
当社普通株式 
31,300株 

100円 
2015年５月 11日から 
2045年４月 22日まで 

313個 
(５名) 

2016年発行新株予約権 
(2016 年５月 10 日) 

354個 
当社普通株式 
35,400株 

100円 
2016年５月 10日から 
2046年４月 22日まで 

354個 
(５名) 

 (注)1. 新株予約権の目的となる株式の数は、１個当たり100株となります。 
 2. 株式報酬型ストック・オプションとしての新株予約権は、新株予約権者との間で締結しております

新株予約権割当契約において、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日以降10日間に限り、新株予
約権を行使することができる旨を定めております。 

 3. 当社は新株予約権を業務執行を行わない取締役及び監査役には割り当てておりません。 
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⑵ 当事業年度中に当社使用人等に対して交付した新株予約権の内容の概要等 
・一般型ストック・オプション 

名称 
(発行日) 

個数 
目的となる株式
の種類及び数 

１個当たりの
行使価額 

行使期間 
新株予約権の

交付状況 

第13回新株予約権 
(2016 年５月 10 日) 

2,764 個 
当社普通株式 
276,400株 

374,600円 
2016年５月10日から
2026年４月22日まで 

当社使用人 
1,670個 
(97名) 

当社子会社の 
使用人 
10個 
(１名) 

(注) 1. 新株予約権の目的となる株式の数は、１個当たり100株となります。 
 2. 一般型ストック・オプションとしての新株予約権は、新株予約権者との間で締結しております新株

予約権割当契約において、上記の「行使期間」にかかわらず、発行決議日より約２年間は行使がで
きない旨を定めております。 

 
⑶ その他新株予約権等に関する重要な事項 

該当する事項はありません。 
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□連結計算書類 
 

連 結 持 分 変 動 計 算 書 [ 国 際 会 計 基 準 ] 

 

 

 

    

（単位：百万円） 

 
 

当社の株主持分 
    

 

科目  資本金  
資本 

剰余金 
 

利益 

剰余金 
 

その他の 

資本構成 

要素 

 合計  
非支配 

持分 
 

資本 

合計 
 

2016年 1月 1日現在 
 

72,967  62,567  488,954  1,369  625,857  1,414  627,271  

当 期 利 益 
 

-  -  53,592  -  53,592  780  54,372  

売 却 可 能 

金 融 資 産 

 
-  -  -  △1,735  △1,735  -  △1,735  

キ ャ ッ シ ュ ・  

フロー・ヘッジ 

 
-  -  -  5,204  5,204  -  5,204  

在外子会社等の 

為 替 換 算 差 額  

 
-  -  -  △3,195  △3,195  △101  △3,296  

確定給付制度の 

再 測 定 

 
-  -  △3,472  -  △3,472  -  △3,472  

当期包括利益合計 
 

-  -  50,119  273  50,393  680  51,073  

剰 余 金 の 配 当  
 

-  -  △31,675  -  △31,675  △1,105  △32,780  

ストック・オプション 
 

-  276  -  -  276  -  276  

自 己 株 式 
 

-  657  -  -  657  -  657  

2016年 12月 31日現在 
 

72,967  63,500  507,399  1,642  645,508  989  646,497  

 

 

 

自 2016年 １月 １日 

至 2016年 12 月 31 日 
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連 結 注 記 表 

 
【連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記】 
 

１．連結計算書類の作成基準 
連結計算書類は、会社計算規則第 120条第 1項の規定により、国際会計基準に準拠して作成しておりま
す。なお、本連結計算書類は同項後段の規定により、国際会計基準で求められる開示項目の一部を省略
しております。 
 

２．連結の範囲に関する事項 
連結子会社の数 19 社 
主要な連結子会社の名称 中外ファーマ・ヨーロッパ・リミテッド、中外製薬工業株式会社 
 
なお、当連結会計年度において、泰州日健中外製薬工業有限公司を設立し、新規連結しております。 
 

３．持分法の適用に関する事項 
持分法適用の非連結子会社及び持分法適用関連会社の数 
該当事項はありません。 
 

４．連結子会社の事業年度等に関する事項 
連結子会社の決算日は連結決算日と一致しております。 
 

５．会計方針に関する事項 
(1)金融商品の評価基準及び評価方法 

①金融商品 
金融商品を次のように分類しております。 
 

売却可能金融資産：売却可能金融資産に指定されている、または以下のいずれにも分類されない、非
デリバティブ金融資産です。これらは認識時点での公正価値で当初測定した後、各会計期間末の公正
価値で再測定しております。公正価値の変動は、減損、金利及び為替レートの変動を除き、その他の
包括利益として認識しております。資産の認識を中止する場合には、それまでその他の包括利益とし
て資本で認識されていた累積損益をその他の金融収入（支出）に組替えております。この分類には、
有価証券及び長期金融資産の大部分が該当します。 
 
公正価値で測定する金融商品－ヘッジ手段：為替リスクを管理するために活用されているデリバティ
ブ金融商品です。これらは認識時点での公正価値で当初測定した後、各会計期間末の公正価値で再測
定しております。適格なキャッシュ・フロー・ヘッジに指定されたデリバティブを除き、公正価値の
変動はその他の金融収入（支出）として計上しております。 
 
公正価値で測定する金融商品－その他：当初認識時に純損益を通じて公正価値で測定する金融商品と
して指定された非デリバティブ金融商品です。これらは認識時点での公正価値で当初測定した後、各
会計期間末の公正価値で再測定しております。公正価値の変動は純損益で認識されます。この分類に
は、売買目的として分類された金融資産が該当します。 
 
貸付金及び債権：活発な市場における公表価格がなく、支払額を固定または確定し得る非デリバティ
ブ金融商品です。これらは認識時点での公正価値で当初測定され、各会計期間末に、減損損失を控除
したうえで、実効金利法を用いて償却原価で測定しております。この分類には、営業債権及びその他
の債権、現金及び現金同等物並びに長期金融資産の一部が該当します。 
 
その他の金融負債：非デリバティブ債務です。これらは認識時点での公正価値で当初測定され、各会
計期間末に実効金利法を用いて償却原価で測定しております。この分類には、営業債務及びその他の
債務並びに有利子負債が該当します。 

 
②金融商品の認識中止 
金融資産から生じるキャッシュ・フローに対する契約上の権利が失効した場合、または金融資産の所有
に伴うリスクと経済価値を実質的にすべて移転するような取引で当社グループが金融資産から生じるキ
ャッシュ・フローを受け取る契約上の権利を譲渡した場合、金融資産の認識を中止しております。 
金融負債は、契約上の義務が免責、取消、または失効となった場合に、認識を中止しております。 
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③金融資産の減損損失 
金融資産は各会計期間末に個別に減損テストを行っております。発行者の倒産、デフォルトまたは重要
な財政状態の悪化が認められた場合には減損の客観的な証拠があるものとして、減損損失を認識してお
ります。加えて、売却可能な資本性金融商品が、当初認識時の取得価額の 25％を下回る時価となった場
合、または６か月以上当初認識時の取得価額を継続して下回る場合にも、減損したものとみなします。 
償却原価で測定している金融資産については、当初の実効利子率を用いて割引いた見積将来キャッシ
ュ・フローを使用して計算された回収可能価額が帳簿価額を下回る場合、その差額を減損損失として計
上しております。売却可能金融資産については、その他の包括利益として認識していた当初取得原価ま
たは過去の減損を控除した帳簿価額と公正価値の差額を、減損認識時に連結損益計算書に振り替えてお
ります。 
公正価値の回復が減損を認識した後に発生した事象に客観的に関連付けることができる場合には、減損
損失の戻入を行っております。売却可能な資本性金融商品に係る減損後の公正価値の回復はその他の包
括利益に計上しております。償却原価で測定している負債性金融商品または売却可能な負債性金融商品
の場合には、減損損失の戻入はその他の金融収入（支出）として計上しております。 
 

(2)デリバティブの評価基準及び評価方法 
当社グループは為替リスクに対するヘッジを目的とし、先物為替予約及び通貨オプションを中心とする
デリバティブ取引を行っております。ヘッジ会計の利用は特定の重要な取引に制限しております。ヘッ
ジ会計の要件を満たすには、ヘッジ関係の文書化、高い発生可能性、ヘッジの有効性及び測定の信頼性
等、いくつかの厳しい基準を満たす必要があります。経済的観点からヘッジ関係にあると考えられる取
引であっても、これらの要件が満たされていない場合、当該ヘッジ関係はヘッジ会計として適格ではあ
りません。この場合のヘッジ手段とヘッジ対象は、ヘッジ会計を適用していない独立の項目として認識
されます。このようなヘッジ会計を適用していないデリバティブは公正価値で測定され、公正価値の変
動はその他の金融収入（支出）で認識されます。 
 

キャッシュ・フロー・ヘッジ：キャッシュ・フローの変動可能性のうち、認識されている資産・負債
に関連する特定のリスクまたは可能性の非常に高い予定取引に起因し、純損益に影響し得るものに対
するヘッジです。ヘッジ手段は公正価値で測定されます。ヘッジとして有効な部分の公正価値の変動
はその他の包括利益として認識され、非有効部分はその他の金融収入（支出）に計上しております。
ヘッジ関係が、非金融資産・非金融負債の為替リスクをヘッジする確定約定または可能性が高い予定
取引である場合、それらが認識される際に、それまでその他の包括利益で認識されていたヘッジ手段
の公正価値の累積変動額を非金融資産・非金融負債の当初の帳簿価額に振り替えております。その他
のすべてのキャッシュ・フロー・ヘッジについては、予定取引が純損益に影響を与えるのと同じ期に、
それまでその他の包括利益で認識されていたヘッジ手段の公正価値の累積変動額をその他の金融収入
（支出）に振り替えております。 
 
公正価値ヘッジ：認識されている資産・負債もしくは未認識の確定約定、または特定されたそれらの
一部分の公正価値の変動に対するエクスポージャーのうち、特定のリスクに起因し、純損益に影響し
得るものに対するヘッジです。ヘッジ手段は公正価値で測定し、ヘッジ対象は帳簿価額にヘッジした
リスクに相当する公正価値の変動を調整したうえで計上しております。公正価値の変動はすべてその
他の金融収入（支出）に計上しております。  

 
(3)棚卸資産の評価基準及び評価方法 

棚卸資産は取得原価または正味実現可能価額のいずれか低い方で計上しております。製品及び仕掛品の
取得原価は、原材料費、直接労務費、直接経費及び正常生産能力に基づく製造間接費を含んでおります。
取得原価は総平均法で計算しております。正味実現可能価額は、見積売価から完成までの見積原価及び
通常の営業過程における販売に要する見積費用を控除した額となります。 
 

(4)有形固定資産及び無形資産の評価基準、評価方法及び減価償却または償却の方法 
①有形固定資産 
有形固定資産の取得原価は、当初、購入に要した支出または建設に要した原価により計上しております。
取得原価には、会社が意図した場所や状態で稼動を可能にするために必要となる費用、例えば、準備、
据付、組立の費用や専門家への報酬を含みます。バリデーション（性能が確保されていることを検証す
ること）費用を含む、取得した資産が適切に機能しているかどうか確認を行う試験の費用は、当初の建
設に要した取得原価に含めております。 
土地を除く有形固定資産は、定額法により減価償却を行っております。減価償却に係る見積耐用年数の
主なものは以下のとおりです。 
 

構築物            40年 

建物          10年～50年 

機械装置及び備品    ３年～15年 
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有形固定資産が複数の構成要素に分割できる場合には、その構成要素ごとに、それぞれ該当する耐用年
数を適用しております。資産の耐用年数の見積りは定期的に見直しを行い、必要がある場合には耐用年
数の短縮を行っております。修繕及び保守費用は発生した時点で費用としております。 

 
②無形資産 
購入した特許権、商標権、許諾権及びその他の無形資産は取得原価で計上しております。これらの無形
資産を企業結合を通じて取得した場合は公正価値で計上しております。無形資産は利用可能となった時
点から耐用年数にわたり定額法により償却しております。耐用年数は、法的存続期間または経済的耐用
年数のうちいずれか短い年数を採用し、定期的に見直しを行っております。 
主な無形資産の見積耐用年数は、以下のとおりです。 
 

製品関連無形資産        ５年～16年 

マーケティング関連無形資産等  ２年～５年 

技術関連無形資産        ３年～８年 
 
③有形固定資産及び無形資産の減損損失 
有形固定資産及び利用可能な無形資産について減損の兆候がある場合、各会計期間末に減損の判定を実
施しております。また、利用可能でない無形資産は、毎年、減損の判定を行っております。資産の回収
可能価額（公正価値から売却費用を控除した額または使用価値のいずれか高い方）が帳簿価額を下回っ
た場合は帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失として純損益で認識しています。使用価値は将
来のキャッシュ・フローを見積り、適切な長期金利を使用し、時間的価値を考慮したうえで算定してお
ります。減損損失が発生した場合、当該資産の耐用年数を見直し、必要に応じて耐用年数を短縮してお
ります。 
減損の戻入は、減損の額が減少し、その減少が減損後に発生した事象に客観的に関連付けることができ
る場合に連結損益計算書を通じて認識しております。 
 

(5)重要な引当金の計上基準 
引当金は、経済的資源の流出が生じる可能性が高く、法的または推定的債務があり、これに係る債務の
金額を確実に見積ることができる場合に計上しております。事業再編引当金は、当社グループが事業再
編に伴う詳細な計画を発表または開始した時点で計上しております。引当金は、最終的に生じると見込
まれる債務の見積額を、貨幣の時間的価値に重要性がある場合には割り引いて計上しております。 
 

(6)退職後給付の会計処理方法 
確定拠出制度については、当社グループが支払う拠出額を、従業員が関連する勤務を提供した会計期間
の営業損益に含めて計上しております。 
確定給付制度については、制度債務の現在価値と制度資産の公正価値の純額を、負債または資産として
連結財政状態計算書に計上しております。 
確定給付負債（資産）の純額の変動は次のように計上しております。当期勤務費用は営業損益に含めて
おります。過去勤務費用及び制度清算に伴う損益は発生時に一般管理費等として認識しております。ま
た、確定給付負債（資産）の純額に係る利息純額は金融費用として計上しております。数理計算上の仮
定の変更や見積りと実績との差異に基づく数理計算上の差異及び制度資産に係る収益（確定給付負債（資
産）の純額に係る利息純額に含まれる金額を除く）は、その他の包括利益に計上しております。確定給
付負債（資産）の純額に係る利息純額は、制度資産に係る利息収益及び制度債務に係る利息費用から構
成されております。利息純額は、期首の確定給付負債（資産）の純額に期中の拠出及び給付支払いによ
る変動を考慮し、制度債務の現在価値の測定に用いられるものと同じ割引率を乗じて算定しております。 
ある確定給付制度の積立超過を他の制度の債務を決済するために使用できる法的権限を当社グループが
有している場合を除いて、制度間の資産と負債は相殺しておりません。 
 

(7)外貨換算の基準 
当社グループの在外子会社は、原則として現地通貨を機能通貨としておりますが、一部、その企業の活
動する経済環境が主に現地通貨以外（例えばユーロ）である場合には、現地通貨以外を機能通貨として
おります。当社グループの外貨建取引は取引日時点での為替レートを適用してそれぞれの機能通貨に換
算しております。適格なキャッシュ・フロー・ヘッジはその他の包括利益として繰り延べられますが、
外貨建取引の決済並びに外貨建貨幣性資産及び負債の期末日における評価で生じる損益はその期間の純
損益に認識しております。 
連結計算書類作成に際し、日本円以外を機能通貨としている在外子会社の資産及び負債は、期末時点の
為替レートを適用し日本円に換算しております。損益及びキャッシュ・フローは、期中平均為替レート
で日本円に換算しております。期首と期末の換算レートの差による換算差額及び損益に係る期中平均為
替レートと期末時点の為替レートによる換算差額はその他の包括利益に直接計上しております。 
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(8)消費税等の会計処理方法 
税抜方式を採用しております。 
 

(9)記載金額 
連結計算書類において、百万円単位未満を四捨五入して記載しております。 
 

【連結財政状態計算書に関する注記】 
 

１．有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計額 164,631百万円 
 

２．コミットメントライン契約 
当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引金融機関９行とコミットメントライン契約を締結して
おります。この契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。 

 
コミットメントラインの総額 40,000百万円 
借入実行残高 －  
差引額 40,000百万円 

 
 
【連結持分変動計算書に関する注記】 
 

１．当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数 
普通株式 559,685,889 株 

 
当連結会計年度末における自己株式の種類及び株式数 

普通株式 13,417,953株 
 

２．当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

（百万円） 

１株当たり 

配当額（円） 
基準日 効力発生日 

2016年３月 24日 

定時株主総会 
普通株式 17,473 32 2015年 12月 31日 2016年３月 25日 

2016年７月 21日 

取締役会 
普通株式 14,202 26 2016年６月 30日 2016年９月１日 

 
３．基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

決議予定 株式の種類 
配当金の総額 

（百万円） 
配当の原資 

1株当たり 

配当額（円） 
基準日 効力発生日 

2017年３月 23日 

定時株主総会 
普通株式 14,203 利益剰余金 26 2016年 12月 31日 2017年３月 24日 
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４．当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間が到来しているもの）の目的となる株式の数 
新株予約権 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（注）権利行使期間は到来しておりますが、新株予約権者との間で締結しております新株予約権割当契約に

おいて、行使期間にかかわらずそれぞれ発行決議日より約２年間は行使ができない旨を定めておりま
す。 

 
 
【金融商品に関する注記】 
 

１．金融商品の状況に関する事項 
事業及び財務活動に伴い、当社グループはさまざまな財務リスクにさらされております。財務リスクは、
主に為替レート、金利、株価、取引相手の信用度及び支払能力の変化に起因するものです。 
当社グループにおける財務リスク管理は、取締役会によってレビューを受けた方針に基づいて行われて
おります。当該方針は信用リスク、流動性リスク及び市場リスクに対応しており、リスクの上限、投資
適格な金融商品やモニタリング手続きについての指針を提供しております。方針の遵守及び日々のリス
ク管理は関連する部門によって行われており、これらのリスクに関する定期的な報告は財務経理部門及
び管理部門によって行われております。 
 

(1)信用リスク 
営業債権及びその他の債権は取引先の信用リスクにさらされております。営業債権は主に売掛金です。
営業債権は、カントリー・リスクの評価、与信限度額の設定、継続した信用調査及び取引先のモニタリ
ングに重点を置いた管理を行っております。モニタリングとは、営業管理部門が経理規程に従い、主要
な取引先ごとに営業債権の期日及び残高を管理し、延滞状況及び財務状況等の悪化による回収懸念を早
期に把握し軽減を図ることであります。 
営業債権の管理は、リスクを許容可能な水準に保ちながら資産の利用を最適化することによって、当社
グループの成長及び収益性を維持することを目的としております。営業債権の回収を担保することが適
切な場合には信用保険及び類似の信用補完手続きを実施しております。 
 

 

第５回 
新株予約権 

（ストック・ 
オプション） 

第６回 
新株予約権 

（ストック・ 
オプション 

2009年発行 
新株予約権 

（株式報酬型 
ストック・ 

オプション） 

第７回 
新株予約権 

（ストック・ 
オプション） 

2010年発行 
新株予約権 

（株式報酬型 
ストック・ 

オプション） 

第８回 
新株予約権 

（ストック・ 
オプション 

発行決議の日 
2007年 

３月 23日 
2009年 

３月 25日 
2009年 

４月 24日 
2010年 

４月 23日 
2010年 

４月 23日 
2011年 

５月 27日 

新株予約権の目的
となる株式の種類 

普通株式 普通株式 普通株式 普通株式 普通株式 普通株式 

新株予約権の目的
となる株式の数 

100,200株 81,300株 51,900株 104,800株 57,900株 84,000株 

 

2011年発行 
新株予約権 

（株式報酬型 
ストック・ 

オプション） 

第９回 
新株予約権 

（ストック・ 
オプション） 

2012年発行 
新株予約権 

（株式報酬型 
ストック・ 

オプション） 

第 10回 
新株予約権 

（ストック・ 
オプション） 

2013年発行 
新株予約権 

（株式報酬型 
ストック・ 

オプション） 

第 11回 
新株予約権 

（ストック・ 
オプション） 

発行決議の日 
2011年 

５月 27日 
2012年 

４月 24日 
2012年 

４月 24日 
2013年 

４月 25日 
2013年 

４月 25日 
2014年 

４月 24日 

新株予約権の目的
となる株式の種類 

普通株式 普通株式 普通株式 普通株式 普通株式 普通株式 

新株予約権の目的
となる株式の数 

67,200株 202,500株 72,300株 182,300株 45,700株 287,700株 

 

2014年発行 
新株予約権 

（株式報酬型 
ストック・ 

オプション） 

第 12回 
新株予約権 

（ストック・ 
オプション） 

(注） 

2015年発行 
新株予約権 

（株式報酬型 
ストック・ 

オプション） 

第 13回 
新株予約権 

（ストック・ 
オプション） 

(注） 

2016年発行 
新株予約権 

（株式報酬型 
ストック・ 

オプション） 

発行決議の日 
2014年 

４月 24日 
2015年 

４月 22日 
2015年 

４月 22日 
2016年 

４月 22日 
2016年 

４月 22日 

新株予約権の目的
となる株式の種類 

普通株式 普通株式 普通株式 普通株式 普通株式 

新株予約権の目的
となる株式の数 

46,100株 279,400株 31,300株 274,400株 35,400株 



 -９- 

(2)流動性リスク 
流動性リスクは、支払義務が即時に利用可能な金融資産の金額を超過する場合に発生します。流動性リ
スクに対する当社グループのアプローチは、流動性の需要に即時に対応できるだけの十分な手許資金を
維持することにあります。財務経理部門が各部門からの報告に基づき資金繰り計画を作成及び更新する
ことにより、流動性リスクを管理しております。 

 

(3)市場リスク 
市場リスクは、当社グループが保有する金融資産及び金融負債の市場価格の変動から生じます。市場価
格の変動は、主に為替レート及び金利の変動によるものであり、当社グループの純損益及び資本に影響
を与えます。 

 
為替リスク:外貨建ての営業債権及びその他の債権並びに営業債務及びその他の債務は、為替リスクに
さらされております。為替リスク管理活動の目的は、当社グループが保有する現在及び将来の資産の
経済的価値を維持し、当社グループの業績の変動を最小化することにあります。 
当社グループは、外貨建債権債務に係る為替リスクに対するヘッジを目的とし、先物為替予約及び通
貨オプションを中心とするデリバティブ取引を行っております。また、その一部はキャッシュ・フロ
ー・ヘッジとして予定取引の段階でヘッジ指定しております。 
外貨建債権債務の為替リスクをヘッジするために用いるデリバティブ取引は、当社グループ内で規定
された管理体制に基づいて実施しており、取引残高・評価損益等の取引の状況を、月次で公正価値を
用いて把握しております。なお、子会社はデリバティブ取引を行っておりません。 
 

金利リスク:当社グループが保有する有利子負債及び貸付金の残高は僅少であり、当社グループにお

ける金利リスクは軽微です。 
 

２．金融商品の公正価値に関する事項 
当社グループが保有する金融商品として、長期金融資産、営業債権及びその他の債権、有価証券、現金
及び現金同等物、その他の流動資産に含まれるデリバティブ金融資産、営業債務及びその他の債務、そ
の他の流動負債に含まれるデリバティブ金融負債、有利子負債があります。これらの帳簿価額は公正価
値と一致または近似しております。 
 
 

【１株当たり情報に関する注記】 
 

１．１株当たり当社の株主帰属持分 1,181円 67銭 
２．基本的１株当たり当期利益 98円 12銭 
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□計算書類 

 

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 [ 日 本 基 準 ] 

 

 

 

 

（単位：百万円） 

 株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

資本準備
金 

資本剰余
金合計 

利益準備
金 

その他利益剰余金 
利益剰余
金合計 

固定資産
圧縮積立

金 

別途積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 72,967 92,815 92,815 6,480 724 149,220 251,091 407,515 

当期変動額         

固定資産圧縮積立金の
取崩 

    △12  12 － 

税率変更による積立金
の調整額 

    13  △13 － 

剰余金の配当       △31,675 △31,675 

当期純利益       50,907 50,907 

自己株式の取得         

自己株式の処分       101 101 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

        

当期変動額合計 － － － － 1 － 19,332 19,333 

当期末残高 72,967 92,815 92,815 6,480 725 149,220 270,423 426,849 

 

 

 株主資本 評価・換算差額等 
新株予約

権 
純資産合

計 自己株式 
株主資本

合計 

その他有
価証券評
価差額金 

繰延ヘッ
ジ損益 

評価・換算
差額等合

計 

当期首残高 △31,935 541,363 5,787 △1,630 4,158 1,530 547,051 

当期変動額        

固定資産圧縮積立金の
取崩 

 －     － 

税率変更による積立金
の調整額 

 －     － 

剰余金の配当  △31,675     △31,675 

当期純利益  50,907     50,907 

自己株式の取得 △8 △8     △ 8 

自己株式の処分 529 630     630 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

  △1,659 5,204 3,544 307 3,851 

当期変動額合計 521 19,854 △1,659 5,204 3,544 307 23,706 

当期末残高 △31,413 561,217 4,128 3,574 7,702 1,837 570,756 

  

自 2016年 １月 １日 

至 2016年 12 月 31 日 
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個 別 注 記 表 

 
【重要な会計方針に関する事項】 
 
１．資産の評価基準及び評価方法 

(1)有価証券の評価基準及び評価方法 
満期保有目的の債券…………………………償却原価法（定額法） 
子会社株式及び関連会社株式………………移動平均法による原価法 
その他有価証券 

時価のあるもの……………………………期末日の市場価格等に基づく時価法 
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は
移動平均法により算定) 

時価のないもの……………………………移動平均法による原価法 
 

(2)デリバティブの評価基準及び評価方法……時価法 
 

(3)たな卸資産の評価基準及び評価方法 
通常の販売目的で保有するたな卸資産……主として総平均法による原価法 

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法に
より算定） 

 
 

２．固定資産の減価償却の方法 
(1)有形固定資産（リース資産を除く）………定率法 
(2)無形固定資産（リース資産を除く）………定額法 

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利
用可能期間（５年）に基づいております。 

(3)リース資産……………………………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採
用しております。なお、所有権移転外ファイナンス・リース
取引のうち、リース取引開始日が 2008 年 12月 31日以前のリ
ース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた
会計処理によっております。 

 
３．引当金の計上基準 

貸 倒 引 当 金  
売上債権等の貸倒れによる損失に備えて、一般債権については、貸倒実
績率による計算額を、貸倒懸念債権等については、個別に回収可能性を
検討し、回収不能見込額を計上しております。 

賞 与 引 当 金  
従業員賞与の支給に備えて、当事業年度の負担する支給見込額を計上し
ております。 

役員賞与引当金  
役員賞与の支給に備えて、当事業年度の負担する支給見込額を計上して
おります。 

売上割戻引当金  
売上割戻金の支出に備えて、売上高を基準とした当事業年度の負担する
見込額を計上しております。 

環境対策引当金  
環境対策を目的とした支出に備えて、当事業年度末における見込額を計
上しております。 

解体撤去引当金  
方針の決定した有形固定資産の解体撤去等に係る費用の将来の支出に備
えて、当事業年度末における見込額を計上しております。 

退職給付引当金  
従業員の退職給付に備えて、当事業年度末における退職給付債務及び年
金資産の見込額に基づき計上しております。 
なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末ま
での期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっておりま
す。 
過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の
一定年数（10年）による定率法により費用処理しております。 
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤
務期間以内の一定年数（10年）による定率法により按分した額をそれぞ
れ発生時の翌事業年度から費用処理しております。 

役員退職慰労引当金  
当社は役員退職慰労金制度を廃止しておりますが、制度廃止までの在任
期間に対応する退職慰労金相当額を計上しております。 
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４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 
(1)繰延資産の処理の方法 

株式交付費は、支出時に全額費用として処理しております。 
 
(2)ヘッジ会計の方法 

ヘッジ会計の方法 
繰延ヘッジ処理を採用しております。 

ヘッジ手段とヘッジ対象 
ヘッジ手段…為替予約取引 
ヘッジ対象…外貨建予定取引及び外貨建債権債務 

ヘッジ方針 
外貨建取引に係るヘッジ取引は、社内管理規程に基づき、為替変動に伴うキャッシュ・フロー変動リ
スクのヘッジを目的として行っております。 

ヘッジ有効性評価の方法 
ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動の累計を
比較し、両者の変動額等を基礎にして判断しております。 

 
(3)消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 
 
(4)退職給付に係る会計処理 

退職給付にかかる未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連
結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。 

 
(5)記載金額 

個別計算書類において、百万円単位未満を四捨五入して記載しております。 
 

 
【貸借対照表に関する注記】 
 

１．有形固定資産の減価償却累計額 104,978百万円 
 

２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 
短期金銭債権 41,813百万円 
短期金銭債務 7,613 百万円 

 
３．保証債務 

従業員の金融機関借入金（住宅資金）に対する債務保証 66 百万円 
 

４．コミットメントライン契約 
当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引金融機関９行とコミットメントライン契約を締結して
おります。この契約に基づく当事業年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。 

 
コミットメントラインの総額 40,000百万円 
借入実行残高 ―  
差引額 40,000百万円 
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【損益計算書に関する注記】 
 

１．売上高の内訳 
商品及び製品売上高 463,925百万円 
その他の営業収入 22,978百万円 
 

２．関係会社との取引高 
関係会社に対する売上高 4,932 百万円 
関係会社からの仕入高 200,849百万円 
関係会社に対する原材料有償支給高 137,600百万円 
関係会社との営業取引以外の取引高 4,298 百万円 
 

３．移転価格税制調整金 
当社は、エフ・ホフマン・ラ・ロシュ・リミテッドとの取引において、日スイス租税条約に基づき日本
及びスイス両税務当局に対し、独立企業間価格の算定方法等に関する事前確認を申請しておりましたが、
今般、当社の課税所得を減額、ロシュの課税所得を増額する旨の仮合意に至りました。 
これにより、両社間でのライセンス契約の取決めに基づき、法人税等減額の一部を、ロシュにおいて納
付すると見込まれる額等としてロシュへ支払うこととし、移転価格税制調整金 3,460百万円を計上して
おります。 

 
 
【株主資本等変動計算書に関する注記】 
 

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数 
普通株式           13,417,953 株 

 
 
【税効果会計に関する注記】 
 

繰延税金資産の発生の主な原因は税務上の前払費用額、税務上の繰延資産償却限度超過額であり、繰延税金
負債の発生の主な原因はその他有価証券評価差額金であります。 
「所得税法等の一部を改正する法律」（平成 28年法律第 15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法
律」（平成 28年法律第 13号）が 2016 年３月 29 日に国会で成立し、2016年４月１日以後に開始する事業年
度から法人税率等の引下げ等が行われることになりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の
計算に使用する法定実効税率は、従来の 32.2%から 2017 年１月１日に開始する事業年度及び 2018年１月１日
に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異等については 30.8%に、2019年１月１日に開始する事業年
度以降に解消が見込まれる一時差異等については、30.6%となります。 
その結果、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が 1,500百万円、その他有価証券評
価差額金が 94百万円、繰延ヘッジ損益が 73 百万円、それぞれ減少し、法人税等調整額が 1,667百万円増加
しております。 
 
 

【リースにより使用する固定資産に関する注記】 
 

貸借対照表に計上した固定資産のほか、事務機器等の一部については、所有権移転外ファイナンス・リース
契約により使用しております。 

 
 
【関連当事者との取引に関する注記】 
 

１．子会社及び関連会社等 

属性 会社等の名称 
議決権等の所有 
（被所有）割合 

（％） 

関連当事者との 
関係 

取引の内容 
取引金額 
(百万円) 

科目 
期末残高 
(百万円) 

子会社 
中外製薬工業 
株式会社 

所有 
直接   100.0 

医薬品の製造委託 
役員の兼任 無 

医薬品の製造 
委託 

168,726 買掛金 746 

医薬品原材料 
の有償支給 

137,600 未収入金 38,861 

資金の貸付 
資金の回収 
利息の受取 

29,300 
25,400 

45 
短期貸付金 3,900 

（注） １．取引金額には、消費税等は含まれておりません。期末残高には消費税等を含めております。 
２．取引条件及び取引条件の決定方針等 
（１）営業取引については、市場価格を勘案して協議の上、決定しております。 
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（２）資金取引については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。 

 
２．兄弟会社等 

属性 会社等の名称 
議決権等の所有
（被所有）割合

（％） 

関連当事者との 
関係 

取引の内容 
取引金額 
(百万円) 

科目 
期末残高 
(百万円) 

親会社の
子会社 

エフ・ホフマン・
ラ・ロシュ・リミ
テッド 

      
      ― 

原材料の仕入等 
役員の兼任 有 

医薬品原材料 
の仕入 

120,923 買掛金 32,965 

医薬品の売上 80,514 売掛金 23,243 
共同開発にお
けるコストシ
ェア(受取) 

9,890 未収入金 8,548 

共同開発にお
けるコストシ
ェア(支払) 

7,959 未払費用 7,860 

（注） １．取引金額には、消費税等は含まれておりません。 
２．取引条件及び取引条件の決定方針等 
（１）営業取引については、市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。 

（２）共同開発におけるコストシェアについては、エフ・ホフマン・ラ・ロシュ・リミテッドとの 
      ライセンス契約等に基づき決定しております。 

 
３．役員及び個人主要株主等 

属性 会社等の名称 
議決権等の所有
（被所有）割合

（％） 

関連当事者との 
関係 

取引の内容 
取引金額 
(百万円) 

科目 
期末残高 
(百万円) 

役員 
 
永山 治 
 

被所有 
直接   0.04 

当社代表取締役 
ストック・オプ
ションの権利
行使 

24 ― ― 

役員 
 
上野 幹夫 
 

被所有 
直接   0.14 

当社代表取締役 
ストック・オプ
ションの権利
行使 

36 ― ― 

役員 
 
小坂 達朗 
 

被所有 
直接   0.00 

当社代表取締役 
ストック・オプ
ションの権利
行使 

39 ― ― 

（注） 2006年３月 23日開催の当社第 95回定時株主総会、2007年３月 23日開催の当社取締役会、2009年３
月 25 日開催の当社取締役会、2011 年５月 27 日開催の当社取締役会、2012 年４月 24 日開催の当社取
締役会、2013年４月 25日開催の当社取締役会及び 2014 年４月 24 日開催の当社取締役会の決議によ
り発行した新株予約権の、当事業年度における権利行使を記載しております。 
なお、「取引金額」欄は、当事業年度におけるストック・オプションの権利行使による付与株式数に
払い込み金額を乗じた金額を記載しております。 

 

 

【１株当たり情報に関する注記】 

 
１．１株当たり純資産額 1,041円 47銭 
２．１株当たり当期純利益 93円 21銭 
 

 

 


